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◎気象概況及び生育概況（アメダス宗像より） 

6月14日～7月14日の気象は、平年と比べ平均気温0.8℃高く、日照時間が32％

多く、降水量では 73％多く、高温多照でした。平年と比べ水稲の草丈は短く、茎数は

多くなっています。 

 

◎品種別出穂期の目安 

★夢つくし ：８月 ８日頃 （６月１０日田植え・平坦地） 

★元気つくし ：８月１９日頃  

（６月２０日田植え・平坦地） 

 

★ヒノヒカリ  ：８月２６日頃 
★ツクシホマレ  ：８月３０日頃 

 

１．水管理（こまめな水管理で、台風・高温対策を！） 
○水稲の幼穂形成期～出穂・開花期にかけては、水を最も必要とする時期です。特に、

出穂前後 1週間は湛水管理とし、その後は間断かん水を行いましょう。 

○登熟期間中は間断かん水を基本とします。近年、夏季の高温が続いており、高温 

障害が発生しやすい状況となっています。対策として、自由に配水が可能なほ場で

は、かけ流しや、昼間深水・夜間落水を行い、水温・地温の上昇を抑制しましょう。 

早期落水は、登熟不良・品質低下を招くため、収穫１週間前までは間断かん水を続

けましょう。 

○台風襲来時は、深水管理をしてください。台風通過後も、水稲の水分吸収が盛ん  

  になるため、数日間は水を切らさないよう注意してください。 

 

２．病害虫防除 
【斑点米カメムシ類】 

本年度はカメムシ類の発生が多いため注意しましょう。斑点米カメムシ類の耕種的

防除法として畔草刈りを出穂２週間前までに実施してください。 

※出穂直前に畔草刈りをすると、畦草に生息していたカメムシを本田へ追いやること

になり逆効果となりますので、早めの畔草刈りを心掛けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

※斑点米カメムシ類の中でも近年増加傾向にある「イネカメムシ」の発生に注意し

てください。周囲より出穂が早いほ場では集中的に加害を受けると不稔穂が発生し

収量に影響します。発生が多いほ場では、「出穂期」と、「出穂期の 10～14日

後」の 2回防除を行いましょう。防除薬剤としてはスタークル剤、エクシード剤

の効果が高いです。 

 

 

イネカメムシ ミナミアオカメム

シ 

クモヘリカメムシ 



【トビイロウンカ】 

 海外飛来性害虫のトビイロウンカの飛来日は 6月２１日頃、７月５日頃と推定さ

れています。現在、発生量は平年並み～少ない状況です。今後のほ場内での発生に

注意してください。 

 

基幹防除①《出穂期》 
薬剤名 散布量 使用時期 対象病害虫 

ダブルカットバリダト

レボン粉剤３DL 
３～4kg/10a 穂揃期まで 

いもち病、紋枯病 

カメムシ類、ウンカ類 

混

用

可 

ダブルカット 

バリダフロアブル 
1000倍 穂揃期まで いもち病、紋枯病 

エクシード 

フロアブル 
2000倍 収穫 7日前まで カメムシ類、ウンカ類 

ゴウケツモンスター 

粒剤 
３kg/10a 

出穂５日前まで 

（但し、収穫 45

日前まで） 

いもち病、紋枯病 

稲こうじ病、ウンカ類

カメムシ類他 

 

基幹防除②《乳熟期：出穂後 10～14日》 

薬剤名 散布量 使用時期 対象病害虫 

スタークル粉剤 DL 3kg/10a 

収穫 7日前まで 

ウンカ類 

カメムシ類 

スタークル液剤 10 1000倍 

スタークル豆つぶ 250g/10a 

キラップ粉剤 DL 3～４kg/10a 

収穫１４日前まで キラップフロアブル 2000倍 

キラップ粒剤 ３kg/10a 

※豆つぶ剤、粒剤は稲体に吸収されるのに時間がかかるため、防除時期の７日前に散

布しましょう。 

※液剤は散布後一旦乾けば降雨にあたってもかけ直しの必要はありませんが、粉剤は

散布後殺菌剤で 6時間、殺虫剤で 3時間以内に降雨があった場合は、かけ直した方

が効果は安定します。 

※薬剤防除を行う場合には、ミツバチへの被害軽減に努めましょう。 
 

３．ツクシホマレ穂肥施用の目安（６月２０日平坦地田植えを基準） 

 
【１回目】 

８月７日頃 

【２回目】 

１回目の施肥から７～１０日後 

NK 化成２号 ２０kg/10a １０kg/10a 

ワンショット追肥 

エムコート２０６ 
２０～２５㎏/10a ― 

 ※基肥でハイエムコート３０を施用している場合は、穂肥は不要です。 

農薬登録状況：令和８年７月２９日時点 


